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る
程
度
関
心
が
あ
る（
以
下
、
中
関
心
度

層
）」
51
・５
％
と
、
９
割
以
上
が
関
心
を

示
し
て
い
る（
図
１
）。

し
か
し
、
訪
問
し
た
い
と
思
う
日
本

の
歴
史
観
光
地
や
文
化
財
の
名
称
を
想

起
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
有
効
回
答
率

は
57
・
３
％
（
高
関
心
度
層
に
限
っ
て
も

歴
史
文
化
観
光
の
重
要
性

旅
行
市
場
に
お
い
て
、
歴
史
文
化
観

光
は
重
要
な
旅
行
目
的
の
一
つ
で
あ
る
。

当
財
団
の
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
旅
行
需
要
調
査
」

（
２
０
１
４
年
）で
は
、
宿
泊
旅
行
に
お
け

る
「
行
っ
て
み
た
い
旅
行
タ
イ
プ
」
と
し

て
「
歴
史
・
文
化
観
光
」
が
45
・
８
％
の

回
答
を
集
め
て
お
り
（
複
数
回
答
）、「
温

泉
旅
行
」「
自
然
観
光
」「
グ
ル
メ
」
に
次

い
で
４
位
の
座
を
占
め
て
い
る
。

地
域
に
お
い
て
、
歴
史
文
化
観
光
の
振

興
を
図
る
こ
と
は
、
経
済
効
果
の
向
上
に

加
え
、
税
収
や
入
場
料
な
ど
を
通
じ
て
歴

史
文
化
観
光
資
源
の
保
全
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
歴
史
文

化
観
光
客
の
誘
致
や
経
済
効
果
を
高
め

る
た
め
に
は
、
市
場
の
構
造
や
特
性
を
踏

ま
え
た
適
切
な
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と

が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
歴
史
観
光
地
へ
の

来
訪
客
は
ど
ん
な
客
層
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
か
？
」「
客
層
ご
と
に
歴
史
観
光
へ

の
志
向
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の

か
？
」
と
い
っ
た
需
要
構
造
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
注
意
が
払
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
当
財
団
で

は
２
０
１
４
年
度（
平
成
26
年
度
）に「
歴

史
文
化
観
光
と
そ
の
振
興
施
策
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

ア
ジ
ア
市
場
の
調
査
か
ら
　

～
関
心
度
は
高
い
が
歴
史
文
化

資
源
に
つ
い
て
の
情
報
は
不
足

昨
夏
、最
初
の
調
査
と
し
て
、ア
ジ
ア
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
け
る
我
が
国
の

歴
史
文
化
観
光
資
源
へ
の
関
心
度
に
関
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
当
財
団
の
自
主
研
究

「
２
０
１
４
年
度
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の
研

究
」
の
中
で
２
０
１
４
年
７
月
に
実
施
し

た
「
５
か
国
・
地
域
旅
行
者
調
査
」
に

相
乗
り
す
る
形
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る

（
個
人
手
配
旅
行
で
の
訪
日
希
望
者
を
対

象
と
し
た
調
査
）。
調
査
結
果
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
の
で
関
心
の
あ
る
方
に
ご

覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
簡
単
な

紹
介
を
行
い
た
い
。

ま
ず
、日
本
の
歴
史
文
化
財
（
神
社
、寺
、

城
、
古
い
町
並
み
な
ど
）
へ
の
関
心
度
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
非
常
に
関
心
が
あ
る

（
以
下
、
高
関
心
度
層
）」
40
・
１
％
、「
あ
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47 観光研究最前線◉「歴史文化観光とその振興施策に関する基礎的研究」の実施について

一
方
、回
答
者
の
51
・５
％
を
占
め
る
中

関
心
度
層
は
、
さ
ら
に
減
衰
す
る
傾
向
が

強
い
こ
と
か
ら
、
見
込
み
客
は
５・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。
低
関
心
度
層
の
見
込
み

客
に
至
っ
て
は
０・３
％
に
す
ぎ
な
い
。

３
層
を
合
わ
せ
る
と
、
見
込
み
客
と
な

り
得
る
の
は
全
標
本
の
13
・
７
％
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
高
関
心
度
層
の
割
合
は
61・０
％

（
標
本
構
成
比
は
40
・１
％
）、中
関
心
度
層

は
37
・０
％（
同
51
・５
％
）、低
関
心
度
層

は
２
・０
％（
同
８・４
％
）を
占
め
る
。

歴
史
文
化
観
光
に
関
心
が
あ
っ
て
も
実

際
の
活
動
に
結
び
つ
か
な
い
理
由
と
し
て

は
、
前
記
の
情
報
量
の
不
足
の
他
、
歴
史

文
化
観
光
資
源
を
有
す
る
地
方
を
訪
問

す
る
際
に
交
通
利
便
性
の
低
さ
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
調
査
結
果
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
。

国
内
宿
泊
旅
行
客
の
歴
史
文
化

観
光
市
場
の
構
造

ア
ジ
ア
市
場
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
か
ら
、
歴
史
文
化
観
光
市
場
は
、
高
関

心
度
層
と
中
関
心
度
層
に
大
別
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
構
造
は
、
国
内
市
場
で
も
大
き
く

は
変
わ
ら
な
い
。

国
内
旅
行
市
場
調
査
は
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）の
２
月
中
旬
に
実
施
し
た
。

調
査
は
２
段
階
に
分
か
れ
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
設
問
で
歴
史
文
化
観
光
へ
の
関
心
度
、

関
心
分
野
、
実
施
回
数
な
ど
を
聞
い
た
上

で〝
中
関
心
度
層
以
上
〟
か
つ〝
歴
史
文

化
観
光
地
を
目
的
地
に
含
む
国
内
宿
泊

旅
行
を
年
に
２
回
以
上
実
施
し
た
層
〟に

絞
っ
て
、
30
問
に
及
ぶ
詳
細
な
質
問
を
行

っ
た
。
い
ま
だ
デ
ー
タ
の
精
査
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
今
後
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

今
回
は
、
暫
定
値
と
な
る
が
、
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
調
査
結
果
か
ら
整
理
さ
れ
た
歴

史
文
化
市
場
の
構
造
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
（
図
３
）。調
査
対
象
は
全
国

20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
日
本
人
で
、
総
務

省
統
計
局「
人
口
推
計
」２
０
１
３
年（
平

成
25
年
）10
月
１
日
現
在
人
口
を
元
に
地

域
別
年
代
別
の
割
り
付
け
を
行
っ
て
い
る

（
有
効
回
答
数
１
万
５
７
５
４
票
）。

ま
ず
、歴
史
文
化
観
光
地
を
目
的
地
に

含
む
国
内
宿
泊
旅
行
に
つ
い
て
の
関
心
度

だ
が
、
高
関
心
度
層
（「
非
常
に
関
心
が

あ
る
」）は
18
・
９
％
、中
関
心
度
層（「
あ

る
程
度
関
心
が
あ
る
」）は
55
・
６
％
、
低

画（
歴
史
・
文
化
観
光
予
定
の
有
無
）
を

ヨ
コ
軸
と
し
て
、
標
本
数
の
分
布
状
況
を

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
関
心
度
層
は
全
標
本
の
40
・
１
％
で
、

こ
の
う
ち
３
年
以
内
の
具
体
的
な
訪
日
計

画
を
持
っ
て
い
る
人
が
約
７
割
を
占
め
る
。

し
か
し
、
高
関
心
度
層
で
訪
日
計
画
が
あ

り
、「
歴
史
・
文
化
観
光
」を
予
定
し
て
い

る
「
見
込
み
客
」
と
な
る
と
（
濃
い
色
で

示
し
た
部
分
）、
全
標
本
の
８・３
％
ま
で

絞
り
込
ま
れ
る
。

69
・
５
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
関
心
は
あ

る
が
、
具
体
的
な
情
報
に
は
乏
し
い
と
い

う
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、次
回
の
訪
日
旅
行
の
際
に「
歴

史
・
文
化
観
光
」
ま
た
は
「
日
本
の
歴
史
・

伝
統
文
化
体
験
」
を
希
望
す
る
人
の
比
率

（
重
複
を
除
く
）は
全
体
で
25
・６
％
、高
関

心
度
層
で
も
33・１
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

図
２
は
、
ア
ジ
ア
４
カ
国
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客

に
つ
い
て
、
歴
史
文
化
観
光
の
市
場
構
造

を
、
関
心
度
を
タ
テ
軸
に
、
訪
日
旅
行
計

図2  関心度別の歴史文化観光市場の構造

資料：（公財）日本交通公社「5か国・地域旅行者調査」を基に作成
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め
、
さ
ら
に
滞
在
時
間
の
長
さ
も
あ
り
、

消
費
意
欲
も
比
較
的
強
い
。
ま
た
、
知

名
度
に
劣
る
歴
史
文
化
資
源
な
ど
を
訪
問

す
る
の
は
高
関
心
度
層
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
う
し
た
地
域
で
は
高
関
心
度
層
に
特

化
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
す
る
方

向
性
が
基
本
と
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、中
関
心
度
層
も
回
数
ベ
ー
ス

で
半
数
を
占
め
る
重
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
花
見
や
行
祭
事
、

グ
ル
メ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
活
動

と
の
合
わ
せ
技
で
の
集
客
が
基
本
と
な
る
。

●

本
研
究
で
は
、
国
内
外
の
市
場
構
造

調
査
を
軸
に
、
事
例
調
査
を
交
え
な
が
ら

歴
史
文
化
観
光
施
策
の
体
系
や
財
源
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
整
理
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

地
方
財
政
の
緊
縮
化
が
進
む
中
で
、
観

光
予
算
も
文
化
財
関
連
予
算
も
長
期
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
。
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
源
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
見
据
え
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
が

一
層
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。研
究
成
果

の
中
か
ら
、そ
の
指
針
づ
く
り
の
参
考
と

な
る
情
報
を
抽
出
し
、
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。  （
し
お
や　

ひ
で
お
）

関
心
度
層（「
あ
ま
り
関
心
が
な
い
」「
関

心
が
な
い
」）は
25
・５
％
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、２
０
１
４
年
中
に
実
施
し
た

歴
史
文
化
観
光
地
を
目
的
地
に
含
む
国
内

旅
行
回
数
に
つ
い
て
は
、
高
関
心
度
層
で

は
平
均
１・７
回
、
中
関
心
度
層
で
は
０
・

８
回
、
低
関
心
度
層
で
は
０・２
回
で
あ

り
、
回
数
ベ
ー
ス
の
シ
ェ
ア
は
高
関
心
度

層
が
39
・
８
％
、中
関
心
度
層
が
52
・７
％

を
占
め
て
い
る
。

な
お
、年
代
別
に
見
た
高
関
心
度
層
比

率
は
、実
は
若
年
層
の
ほ
う
が
高
い（
20
代

22
・５
％
、30
代
20
・６
％
）。
し
か
し
、実

際
の
歴
史
文
化
観
光
地
へ
の
宿
泊
旅
行
回

数
と
な
る
と
、60
代
、70
代
の
ほ
う
で
平
均

回
数
が
多
く
な
る
。
こ
れ
に
は
、
時
間
的
、

金
銭
的
な
背
景
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
は
詳
し
く
紹
介
で
き
な
い
が
、
本

調
査
の
暫
定
集
計
を
見
る
と
、関
心
度
の

高
さ
に
よ
っ
て
、
旅
行
志
向
が
異
な
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
例
え
ば
、
歴
史
ガ
イ
ド

へ
の
ニ
ー
ズ
、真
正
性
へ
の
こ
だ
わ
り
、滞

在
時
間
、
有
名
資
源
中
心
か
否
か
、土
産

品
や
飲
食
の
重
視
度
、
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
点
で
違
い
が
あ
る
。

高
関
心
度
層
は
２
割
弱
の
人
口
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
回
数
ベ
ー
ス
で
は
４
割
を
占

歴史文化観光地を含む国内宿泊旅行
への関心度の人口的分布

歴史文化観光旅行の
市場構造（回数シェア） ■層別にみた特性（本調査の暫定集計結果より）

○
協力金等の
支払いに
前向き

△
ある程度
協力的

○
真正性を
重視。但し、
忠実な復元
には理解。
ゆるキャラ
に抵抗感

△
真正性への
関心は比較
的低い

○
専門ガイド、
地元ガイド
にニーズ。
事前・旅行
中を問わず
情報収集

△
ボランティア
ガイドにニー
ズ。比較的
情報量少な
い

○
滞在長め。
歴史文化
関連グッズを
含む幅広い
消費に関心

△
滞在短め。
食、お菓子
や農水産物
など中心

・歴史文化観光が中心
・魅力感じる点が豊富
・有名でない資源も
　尊重
・幅広い時代に関心
・公共交通の利用多い

・有名資源中心
・モデルコースや
　遊歩道を重視
・マイカーと観光バス
　の利用が多い
・平日、桜や紅葉の
　時期が多い

真正性への
こだわり

ガイド等の
需要

観光消費の
傾向 観光行動のタイプ

歴
史
文
化
観
光
の
市
場
調
査

協力金等
への態度

低関心度層 7.5％低関心度層  25.5％

高関心度層
39.8％

高関心度層
18.9％

中関心度層
52.7％

中関心度層
55.6％

地域毎の構造の差異
本研究で今後実施する調査事項

地域毎の受入施策の現状と課題
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図3  歴史文化観光の市場構造と関心度別の特性（国内宿泊旅行）

資料：（公財）日本交通公社「歴史文化観光に関する国内旅行市場調査」を基に作成
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